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年 月 日 （ 日 ） ：

分 ／ 分 有

／ 人

0 0

0 0

0 0

0 1

番 番

No. 号 号 No.

分 3 年 12 1 3 年 分

分 3 年 3 2 3 年 分

分 2 年 15 3 2 年 24 分

分 3 年 5 4 3 年 分

分 3 年 2 5 2 年 分

50 分 3 年 18 7 3 年 70 分

分 2 年 8 11 3 年 88 分

分 3 年 6 14 3 年 分

65 分 3 年 7 16 3 年 55 分

59 分 3 年 9 9 3 年 47 分

70 分 3 年 10 19 3 年 分

分 3 年 1 23 3 年 分

分 2 年 23 13 3 年 分

7 85 分 2 年 26 15 3 年 分 3

18 分 2 年 11 8 3 年 分 16

分 2 年 17 10 3 年 分 7

分 1 年 28 17 2 年 分 11

9 分 2 年 13 27 3 年 分

26 分 2 年 14 18 3 年 分 9

10 分 3 年 19 28 3 年 分

No. 延後 延前 延前 延後 No.

分 2 1 1 1 分

分 1 1 1 1 分

分 0 3 0 0 分

分 2 0 2 3 分

分 0 0 0 0 分

分 0 0 0 1 分

No.

分 11 0 － 1

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

分 －

【 】 【 】

公 式 記 録 
(一社)兵庫県サッカー協会
兵庫県高体連サッカー部令和元年度兵庫県高等学校総合体育大会サッカー競技 決  勝 161

運営責任者 笠原  弘樹 会場主任 石塚　俊一 記  録 石塚　健二 後藤　大輔 観 衆 1,207

主  審 金渕　佑亮 副審１ 田中　章裕 副審２ 別處　大輝

日  時 2019 6 9 13 00 キックオフ 会  場   アスパ五色  メイングラウンド

天  候 晴れ 風 微風 ピッチ 天然芝 ・ 人工芝 ・ クレー 状  態 良好 試合形式 70  延長 20 ／  PK戦

第４の審判員 矢崎　  翼

 チーム名 kick off

0

前半

1

 チーム名 延kickoff

芦 屋 学 園 高 校 後半 三 田 学 園 高 校
延前

○×  先 PK戦 先  ○×

選手番号 P
K
戦

延後 P
K
戦

選手番号

OUT時間 延後 延前 後半 前半 前半 後半 延前
選　手　名 (学年)

シュート 交代

延後 OUT時間

交代 シュート
選　手　名 (学年) 位置 位置

GK 指川　大輝水田　翔也 GK

DF 天野　有貴林   　蓮汰 DF

DF 永井　亮成上田 翔一朗 DF

DF 髙川　海亜 1松尾　佑星 DF

DF 黒瀬　太軌1 吉野　悠人 DF

MF 岩上　直生 1足立　壮駿 MF

MF 森山　絢太 1 1 １＊藤田　悠椰 MF

MF 石野　   蒼黄　   慶斗 MF

MF 増田　悠人牧野　陽太 MF

FW 東　      慧1 近藤　悠介 FW

FW 廣畑　晴揮 11 3 前川　京佑 FW

GK 上田　智暉池野　拓海 GK

DF 菊谷　   涼丸田 慎ノ介 DF

DF 横垣内 健介池田　翔輝 DF

MF 畑中　蒼生1 1 1 木原   　仁 MF

MF 福岡　南樹青木　滉征 MF

MF 清水　皇貴小林　琉綺 MF

GK 上田　智暉1 上野　勇人 FW

FW 山田　創大 1西口　裕人 FW

FW 中原 慶太朗大道　皇明 FW

10 2 5

前半 チーム合計時 間 警・退 氏　　名 事 由 合 計 後半

シュート

警・退 氏　　名

2 3 7

事 由前半 後半 合 計 時 間

0 0 0

13 7 4 Ｇ Ｋ

8 3 2 Ｃ Ｋ 0

4 8 14

3 3

間接ＦＫ2 0 2

8 直接ＦＫ 6 7 1813 3

 ［警告事由］  反ス・ラフ・異議・繰返・遅延・距離・無入・無去                 ［退場事由］  不正・乱暴・つば・阻(手)・阻(他)・侮辱・警２

時 間 チ ー ム 得点者 スコア ［得点経過］ 略号例：ドリブル～・ゴロのパス→・浮き球∩・混戦×・ヘディングH・シュートＳ

0 0 10 0 0 Ｐ Ｋ

得

点

経

過

83 三   田 森山 PK ⑪ 右足 S

戦

評

[備 考]

戦評者 所 属 滝川第二・芦屋 氏 名 松岡・上野

  晴天の中、両チーム4-4-2でスタート。立ち上がりから中盤での激しいボールの奪い合いが繰り広げられ、互いに時間、ス
ペースを与えない。芦学は縦に速いサッカーで⑨近藤の高い身体能力を生かしボールを収め⑩前川がゴールに迫るとともに、両
サイド⑱足立・⑦牧野の個人技からチャンスを作る。対する三田はロングボールを駆使しサイドを広く使い、⑲廣畑の鋭いドリ
ブル突破からゴールに迫る。後半に入ると三田が圧力を強めセカンドボールを支配し主導権を握り、隙を与えずにサイドチェン
ジから両サイドの個人技を生かし幾度もチャンスを作り出すもゴールには至らない。芦学は⑪木原を投入し反撃に出るとスピー
ドのあるドリブルからゴールに迫るも、三田④髙川を中心に体を張ったDFで芦学の攻撃を阻みスコアレスで延長戦へ。その後
も交代選手の層の厚さにおいて三田は優位に試合を進め、三田⑲廣畑のドリブル突破からPKを獲得し、三田が全国大会への切
符を手にする。最後まで体を張り三田ゴールに迫った芦学に賛辞を送るとともに、兵庫県代表として三田の全国大会での活躍を
願う。


